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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第147期
第２四半期
連結累計期間

第148期
第２四半期
連結累計期間

第147期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

営業収入 （千円） 21,213,001 25,257,832 43,581,691

経常利益 （千円） 1,321,002 2,548,116 3,044,011

四半期（当期）純利益 （千円） 1,300,981 1,683,294 2,383,565

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,722,277 1,700,541 3,004,123

純資産額 （千円） 20,260,674 22,878,868 21,508,208

総資産額 （千円） 29,955,675 33,882,247 32,214,541

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 30.08 38.92 55.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 67.4 67.3 66.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,969,165 1,085,553 4,739,340

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,922,057 △1,009,405 △3,565,722

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △647,811 △499,038 △722,372

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,369,208 3,081,407 3,499,919

 

回次
第147期
第２四半期
連結会計期間

第148期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.51 20.25

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間において、連結子会社である宇徳流通サービス株式会社は、非連結子会社であっ

たセイコーコンテナ輸送株式会社を吸収合併しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクは、次の通りであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

（重要な訴訟等）

　当社は、平成26年１月３日に、マレーシア高等裁判所においてHot-Can SDN.BHD.より、清算した当社のマレーシ

ア子会社による営業妨害を理由とした損害賠償額等４千２百万米ドルの支払を求める訴えの提起がされておりまし

た。

　当社は、同裁判所において、召喚状等一式書類の送達方法が無効であり訴訟係属が生じていない旨主張し、訴訟

係属自体を争いました。その結果、平成26年６月10日、当社の主張が同裁判所において認められ、訴状を却下する

旨の決定がされております。

　その後、訴状却下を不服として平成26年６月13日に異議申立てが行われておりましたが、平成26年10月15日にマ

レーシア控訴裁判所において却下された旨の連絡を受けております。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では住宅着工や雇用改善等を背景に緩やかな経済の持ち直

しが続いているほか、欧州でもドイツや英国の牽引で明るさが見えつつありますが、一部で一服感も見られ景気回

復にまでには至っておりません。また、アジア諸国では中国、インドをはじめとする新興国において緩やかながら

成長が継続し、世界経済全体で緩やかではありますが成長が続きました。わが国経済は、政府の経済政策等を背景

に大企業を中心に業績の改善が見られる一方で、円安や原材料価格の高騰に加え、増税による駆け込み需要の反動

や夏季の天候不順による個人消費の低迷等から全体的には緩やかな持ち直しに留めております。

当社の事業基盤となる京浜港の貿易額は、横浜港では輸出は前年度並みですが輸入は増加傾向にあり、東京港で

は輸出入共に増加傾向が継続し、総じて堅調に推移しました。

このような環境の下、当社グループの総力をあげて営業活動を展開した結果、セグメント別の業績は次の通りと

なりました。

 

上段：営業収入　下段：経常損益                                                         （単位：百万円）

セグメントの状況

前第２四半期連結累計期間

（自　平成25年４月１日

至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

至　平成26年９月30日）

増減額 増減率

　港湾事業
10,500 10,744 244 2.3 %

1,009 1,139 129 12.8 %

　プラント・物流事業
10,465 14,266 3,801 36.3 %

321 1,378 1,057 329.1 %

　その他
247 246 △1 △0.6 %

△9 30 40 - %

 

①港湾事業

　港湾事業は、車両・建機関連での取扱量が一部において回復が遅れていますが、全体では緩やかながら回復を続

けております。また、コンテナ関連については取扱量が引き続き好調で増加基調にて推移した結果、事業全体では

増収増益となりました。

 

②プラント・物流事業

　当社の輸出入貨物の取扱量は、輸入が引き続き堅調で輸出も横浜港等において回復基調で推移しました。国内の

電力関連工事は前年度から延期となっていた工事の実施や新規に受注した発電設備の更新工事等があり、橋梁工

事・その他建設工事においても新規受注や施工中の工事での追加受注等があり施工工事量が増加しました。当社が

得意とする重量物輸送の分野においても大型機器等の輸送が続いており、さらに海外におけるプラント建設工事に

おいても主要拠点のシンガポールでの追加工事や新規工事の前倒し着工があり、事業全体では増収増益となりまし

た。

 

③その他

　自社ビル等不動産の賃貸等があります。

 

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収入は252億５千７百万円（前年同四半期比19.1％増）、営業利益

は24億３千２百万円（同97.9％増）、経常利益は25億４千８百万円（同92.9％増）となりました。

　また、四半期純利益については、前第２四半期連結累計期間において東京支社ビルの土地及び建物を売却したこ

と等による固定資産売却益６億５千２百万円を計上したことから、前年同四半期比29.4％増加に留まり16億８千３

百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の四半期末残高は、前連結

会計年度末から４億１千８百万円減少し、30億８千１百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は10億８千５百万円（前年同期は29億６千９百万円の収入）となりました。主なプ

ラス要因は、税金等調整前四半期純利益25億６千８百万円、減価償却費６億３千５百万円及び営業債務の増加額６

億８千８百万円であり、主なマイナス要因は、営業債権の増加額17億２千万円及び法人税等の支払額９億１千６百

万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は10億９百万円（前年同期は19億２千２百万円の支出）となりました。主なプラス要因

は、貸付金の回収による収入85億８千７百万円であり、主なマイナス要因は、有形固定資産の取得による支出５億

８千２百万円及び貸付けによる支出88億４千７百万円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用した資金は４億９千９百万円（前年同期は６億４千７百万円の支出）となりました。主な要因

は、配当金の支払額３億２百万円であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 43,448,099 43,448,099
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 43,448,099 43,448,099 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 43,448,099 － 2,155,300 － 330,659
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社商船三井 東京都港区虎ノ門２丁目１番１号 28,919 66.56

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番１１号 1,695 3.90

ＢＢＨ　ＦＯＲ　ＦＩＤＥＬＩＴ

Ｙ　ＰＵＲＩＴＡＮ　ＴＲ：　Ｆ

ＩＤＥＬＩＴＹ　ＳＲ　ＩＮＴＲ

ＩＮＳＩＣ　ＯＰＰＯＲＴＵＮＩ

ＴＩＥＳ　ＦＵＮＤ　

（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行）

２４５　ＳＵＭＭＥＲ　ＳＴ　ＢＯＳＴＯ

Ｎ，　ＭＡ　０２２１０　Ｕ．Ｓ．Ａ

 

 

（常任代理人住所

東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）

1,200 2.76

三井住友信託銀行株式会社

（常任代理人　日本トラスティ・

サービス信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目４番１号

（常任代理人住所

東京都中央区晴海１丁目８番１１号）

574 1.32

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 382 0.88

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台３丁目９番地 332 0.77

株式会社横浜銀行

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

横浜市西区みなとみらい３丁目１番１号

（常任代理人住所

東京都中央区晴海１丁目８番１２号　晴海

アイランドトリトンスクエアオフィスタ

ワーＺ棟）

314 0.72

ＴＨＥ　ＣＨＡＳＥ　ＭＡＮＨＡ

ＴＴＡＮ　ＢＡＮＫ，　Ｎ．

Ａ．　ＬＯＮＤＯＮ　ＳＥＣＳ　

ＬＥＮＤＩＮＧ　ＯＭＮＩＢＵ

Ｓ　ＡＣＣＯＵＮＴ

（常任代理人　株式会社みずほ銀

行決済営業部）

ＷＯＯＬＧＡＴＥ　ＨＯＵＳＥ，ＣＯＬＥ

ＭＡＮ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯＮＤＯＮ　Ｅ

Ｃ２Ｐ　２ＨＤ，　ＥＮＧＬＡＮＤ

 

 

（常任代理人住所

東京都中央区月島４丁目１６番１３号）

297 0.68

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 273 0.63

丸安　寿一 兵庫県明石市 219 0.50

計 － 34,205 78.72

　（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、600千株

であります。なお、それらの内訳は、年金信託設定分119千株、投資信託設定分481千株となっております。

２．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は330千株であり

ます。なお、それらの内訳は、年金信託設定分115千株、投資信託設定分215千株となっております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　200,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 43,236,700 432,367 －

単元未満株式 普通株式　　　 11,099 －
 １単元（100株）未満

 の株式

発行済株式総数 43,448,099 － －

総株主の議決権 － 432,367 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社宇徳
神奈川県横浜市中区弁天

通６丁目85番地
200,300 － 200,300 0.46

計 － 200,300 － 200,300 0.46

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,629,251 3,365,292

受取手形及び営業未収入金 8,555,952 10,330,623

貯蔵品 51,414 59,598

繰延税金資産 409,664 366,328

関係会社短期貸付金 3,201,842 3,370,713

その他 797,331 774,906

貸倒引当金 △10,316 △15,225

流動資産合計 16,635,142 18,252,237

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,340,986 4,260,572

機械装置及び運搬具（純額） 1,488,927 1,643,013

工具、器具及び備品（純額） 307,368 308,368

土地 2,516,168 2,513,328

リース資産（純額） 370,127 457,517

建設仮勘定 279,028 54,257

有形固定資産合計 9,302,606 9,237,057

無形固定資産   

借地権 1,497,536 1,497,536

その他 276,486 288,065

無形固定資産合計 1,774,022 1,785,601

投資その他の資産   

投資有価証券 2,137,568 2,275,570

繰延税金資産 752,311 684,243

その他 1,624,443 1,668,228

貸倒引当金 △11,552 △20,690

投資その他の資産合計 4,502,770 4,607,351

固定資産合計 15,579,399 15,630,010

資産合計 32,214,541 33,882,247
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 3,405,342 4,130,928

短期借入金 348,150 300,000

1年内返済予定の長期借入金 45,200 373,750

リース債務 144,503 184,929

未払法人税等 932,567 884,216

未払費用 433,093 338,427

賞与引当金 665,960 622,397

役員賞与引当金 67,900 44,400

その他 812,269 676,806

流動負債合計 6,854,987 7,555,855

固定負債   

長期借入金 378,750 －

リース債務 283,132 361,899

繰延税金負債 3,121 3,060

役員退職慰労引当金 175,735 154,022

退職給付に係る負債 2,684,352 2,609,189

資産除去債務 27,907 28,214

その他 298,345 291,136

固定負債合計 3,851,344 3,447,523

負債合計 10,706,332 11,003,378

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,155,300 2,155,300

資本剰余金 330,659 330,659

利益剰余金 17,718,649 19,072,062

自己株式 △30,313 △30,313

株主資本合計 20,174,295 21,527,708

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 653,922 764,720

為替換算調整勘定 652,891 557,451

退職給付に係る調整累計額 △34,302 △30,500

その他の包括利益累計額合計 1,272,512 1,291,672

少数株主持分 61,401 59,488

純資産合計 21,508,208 22,878,868

負債純資産合計 32,214,541 33,882,247
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業収入 21,213,001 25,257,832

営業費用 16,529,862 19,174,681

営業総利益 4,683,139 6,083,151

販売費及び一般管理費 ※ 3,454,268 ※ 3,651,064

営業利益 1,228,870 2,432,086

営業外収益   

受取利息 14,987 16,649

受取配当金 28,356 35,224

受取賃貸料 22,927 30,172

その他 41,895 51,921

営業外収益合計 108,166 133,968

営業外費用   

支払利息 5,912 4,385

持分法による投資損失 7,576 6,803

為替差損 － 5,737

その他 2,547 1,011

営業外費用合計 16,035 17,938

経常利益 1,321,002 2,548,116

特別利益   

固定資産売却益 652,125 10,713

受取賠償金 － 11,105

ゴルフ会員権売却益 － 5,451

特別利益合計 652,125 27,269

特別損失   

固定資産除売却損 8,483 6,708

特別損失合計 8,483 6,708

税金等調整前四半期純利益 1,964,644 2,568,677

法人税、住民税及び事業税 586,146 869,929

法人税等調整額 77,515 15,453

法人税等合計 663,662 885,382

少数株主損益調整前四半期純利益 1,300,981 1,683,294

四半期純利益 1,300,981 1,683,294
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,300,981 1,683,294

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 75,777 110,797

為替換算調整勘定 290,935 △73,969

持分法適用会社に対する持分相当額 54,582 △23,383

退職給付に係る調整額 － 3,801

その他の包括利益合計 421,295 17,247

四半期包括利益 1,722,277 1,700,541

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,715,773 1,702,454

少数株主に係る四半期包括利益 6,503 △1,912
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,964,644 2,568,677

減価償却費 673,391 635,622

退職給付引当金の増減額（△は減少） △69,092 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 43,655

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △26,829 △21,712

賞与引当金の増減額（△は減少） △134,364 △47,863

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △34,800 △23,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,530 13,976

受取利息及び受取配当金 △43,343 △51,874

支払利息 5,912 4,385

持分法による投資損益（△は益） 7,576 6,803

固定資産除売却損益（△は益） △643,641 △4,004

受取賠償金 － △11,105

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △5,451

営業債権の増減額（△は増加） 2,130,150 △1,720,797

営業債務の増減額（△は減少） △787,058 688,263

未払又は未収消費税等の増減額 64,959 120,340

その他の資産の増減額（△は増加） 125,607 △42,837

その他の負債の増減額（△は減少） △181,978 △192,436

その他 △1,842 △12,445

小計 3,038,758 1,947,695

利息及び配当金の受取額 43,391 48,006

利息の支払額 △6,064 △4,526

法人税等の支払額 △106,919 △916,728

賠償金の受取額 － 11,105

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,969,165 1,085,553

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △190,730 △582,532

有形固定資産の売却による収入 888,951 50,678

定期預金の預入による支出 △121,659 △283,885

定期預金の払戻による収入 － 129,332

貸付けによる支出 △11,345,340 △8,847,762

貸付金の回収による収入 8,962,329 8,587,284

その他の支出 △137,420 △99,700

その他の収入 21,810 37,179

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,922,057 △1,009,405

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △120,000 △46,650

長期借入金の返済による支出 △148,148 △50,200

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △77,988 △99,475

配当金の支払額 △301,675 △302,712

財務活動によるキャッシュ・フロー △647,811 △499,038

現金及び現金同等物に係る換算差額 106,943 △32,673

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 506,239 △455,563

現金及び現金同等物の期首残高 2,807,131 3,499,919

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 55,836 －

連結子会社と非連結子会社の合併に伴う現金及び現

金同等物の増加額
－ 37,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,369,208 ※ 3,081,407
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員

の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率

を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が112,177千円減少し、利益剰余金が71,883千

円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

 次の会社の金融機関借入金について保証をしております。

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

㈱ワールド流通センター 617,800 千円 ㈱ワールド流通センター 527,000 千円

　なお、上記金額は当社負担金額を記載しており、他社負担金額を含めた連帯保証債務総額は、次のとおりで

あります。

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

 7,730,100 千円  6,591,500 千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

給料 1,398,141千円 1,485,168千円

賞与引当金繰入額 401,616 439,900

役員賞与引当金繰入額 34,300 44,400

退職給付費用 113,820 110,672

役員退職慰労引当金繰入額 40,890 44,941

減価償却費 81,425 87,581

貸倒引当金繰入額 6,881 14,184

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 3,490,867千円 3,365,292千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △121,659 △283,885

現金及び現金同等物 3,369,208 3,081,407
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 302,734 7.0  平成25年３月31日  平成25年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 302,733 7.0  平成26年３月31日  平成26年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 港湾事業

プラント・
物流事業

計

営業収入        

外部顧客への営業収入 10,500,296 10,465,082 20,965,379 247,621 21,213,001 － 21,213,001

セグメント間の内部営
業収入又は振替高

300,694 266,356 567,051 43,928 610,980 (610,980) －

計 10,800,991 10,731,439 21,532,431 291,550 21,823,981 (610,980) 21,213,001

セグメント利益又は損

失(△)
1,009,540 321,195 1,330,735 △9,733 1,321,002 － 1,321,002

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んでお

ります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 港湾事業

プラント・
物流事業

計

営業収入        

外部顧客への営業収入 10,744,607 14,266,990 25,011,598 246,234 25,257,832 － 25,257,832

セグメント間の内部営
業収入又は振替高

320,403 314,769 635,172 39,285 674,457 (674,457) －

計 11,065,011 14,581,759 25,646,770 285,519 25,932,290 (674,457) 25,257,832

セグメント利益 1,139,103 1,378,254 2,517,357 30,758 2,548,116 － 2,548,116

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んでお

ります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 30円8銭 38円92銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,300,981 1,683,294

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,300,981 1,683,294

普通株式の期中平均株式数（千株） 43,247 43,247

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月14日

株式会社宇徳

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 沖　　恒弘　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阿部　與直　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の

平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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